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要旨 
共愛女学校第 9 代校長・周再賜の若い頃の著作を検討すると、周が社会問題に強い関心
を持っていたこと、また、全ての人間が尊重される「神の国」実現を期待していたことな
ど、当時隆盛であった自由主義神学ならびに社会福音の影響を強く受けていることがわか
る。その背景には、彼の台湾人留学生としての多難な人生と、近代的研究方法を用いて、
教会の権威から自由になって聖書や歴史を研究しようとする自由主義神学者たちとの出会
いがあった。共愛女学校時代の周の信仰と神学は「きわめて理性的、倫理的、実践的」と
評されているが、その基本にあるのは「人はみな神の子」という徹底的平等の観念であ
り、人間の可能性への信頼である。 
 
はじめに 
 共愛女学校第 9 代校長として 1925 年から 1965 年まで、40 年にわたって共愛学園を牽引
した周再賜は、それ以前に少なくとも 2 本の学術論文、1 本の翻訳、そして、1 冊の著書を
公にしている。共愛女学校時代の周の信仰理解は『共愛学園百年史 下巻』で明らかにさ
れているように、「きわめて理性的、倫理的、実践的」であったのだが1、果たしてそのよう
な信仰や神学はどのように形成されていったのであろうか。 
 本稿では、周再賜の信仰や神学の形成過程を探るために、まずは若き日の著作に現れた
周の関心の所在や福音理解を探ってみたい。資料にするのは公開年順に以下の 4 点である。 
 
 翻訳「經濟問題に對する敎會の態度の變遷」（Frank M, Crouch）『基督教研究』 第 1 巻 
第 1 号、同志社大学神学部、1923 年 11 月 
 論文「歌に現われた I.W.W.に就いて」『基督教研究』第 1 巻 第 3 号、同志社大学神学部、
1924 年 7 月 
 論文「人格的神觀について」『基督教研究』第 2 巻 第 1 号、同志社大学神学部、1924
年 12 月 
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 著書『基督教要義』日本組合基督教會本部発行 1924 年 11 月 
  
これらはいずれもアメリカ留学から帰国後の 1921 年から共愛女学校校長就任の 1925 年
までの間、すなわち同志社大学神学部助教授であった時代に発表されたものである。本稿
ではまず、それぞれの著作の概要をまとめた後、それらの中に現れた周の信仰と神学の特
徴を分析し、その背景について考えてみたい。 
 
１ 著作の概要 
（1）翻訳「經濟問題に對する敎會の態度の變遷」 
本論文は、同志社大学神学部の研究紀要『基督教神学』の創刊号に掲載された Frank M 
Crouch の論文の翻訳である。 
著者 Crouch は、初期キリスト教会で実践されていた「相互扶助」がキリスト教的経済原
則であるという立場に立ち、その後のキリスト教会の歴史を、世俗権力と結びついてその
原則を骨抜きにしようとする勢力と、貧しい人々と連帯してその原則を貫こうとする勢力
の葛藤と相克の歴史であると捕らえて、以下のような章題でそれぞれの時代を概観してい
る。 
 
1. 初代教会の経済問題に関する教えと其の実行 
   2. 教会の経済的信条に対する世俗（帝国）主義の感化 
   3. 経済産業関係に対する中世時代の反動 
   4. 現代においては経済的勢力が教会を支配している 
   5. 産業の俗化に対する現代の反駁 
 
5 の最終章では、19 世紀から 20 世紀にかけての英国や北米でのプロレタリア運動や社会
主義運動あるいは社会変革運動におけるキリスト者の主張や活動を、具体的な組織名を挙
げながら解説し次のように締めくくる。「今日の最も大いなる問題は如何に産業組織の中に
一層デモクラシイの精神を表わす様にするかである」（146 頁）。つまり、富の公平な分配や
労働者の人権擁護という課題は、教会の課題であることを指し示して論文を結ぶのである。 
（2）論文「歌に現われた I.W.W.に就いて」 
 これは『基督教研究』第 3 号に収録された全 22 ページの周の論文である。テーマにある
「I.W.W.」とは、1905 年にシカゴで設立された Industrial Workers of the World のことで、
日本語では世界産業労働組合と訳されている2。論文の目的は、I.W.W.の歌集に収録された
労働運動歌の分析を通して、I.W.W.の「倫理的方面」と「宗教に対する態度」を検証するこ
とである。 
 本論文で周は労働歌の歌詞を紹介しながら3、I.W.W. が全ての人の人格を重んじ、国籍、
人種、性の区別を越えて「下層労働者」の連帯精神を鼓舞してきたことを評価し、以下に
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あげる運動の三つの目的に賛意を示している。 
 
1. 支配階級に抵抗すること。 
2. 新社会制度の建設 
3. 新社会に於ては生産、分配、管理等の各の部類の機能を調節すること。 
 
周は言う。「I.W.W.の動機と目的は倫理宗教上の立場から見ても価値あることを認めねば
ならぬ。彼らの主張は現代人の求める所と合致する節が少なくない」（204 頁）。それなのに
なぜ、I.W.W.への批判が止まないのか。それはやり方に問題があるからだろうと周は指摘す
る。運動方法が戦闘的すぎるというのである。また、周は I.W.W.の運動はパンを求めるあ
まり、物質主義的になりすぎていると警告する。そして、I.W.W.のような労働運動が宗教に
反感を持っているのは宗教者の側にも責任があるとして、次のように論文を締めくくる。 
「吾人はよろしく労働運動の常弊である所の物質偏重主義に雷同せず、さりとて資本主
義に立脚した従来の宗教思想から脱却して、現代人の肯首する宗教概念と其の実行とを立
てねばならぬ。即ち、労働者の琴線にも触れ得る宗教を説かねばならぬ。吾人はイエスの
福音は如何なる人に対しても神の力であり、救の福音であると信ずる」（213 頁）。 
（3）論文「人格的神觀について」 
 本論文は、キリスト教の「人格的神観」の合理性を論証する目的で執筆された全 14 ペー
ジの論文である。前二編と同じく『基督教研究』に収録されている。 
論文の冒頭で周は、神が人格を持つということは、神が「意識し、理性的判断を為し、
且つ能動的であって、環境と常に関係を有し、又価値をつくり、或目的に向かって努力す
る」存在であることを意味すると述べる（130 頁）。ただし、「神は人間の如く働」くとはい
え、もちろん神であるのだから、多くの点で人間以上であることは言うまでもない。 
周は、この人格的神の下でこそ、人間は高い理想を持って倫理的に生きていくことがで
きると主張する。なぜなら、人格をもつ神と人格的な関係を結ぶことで、全ての人間は神
の子であり、同胞であるという意識が生まれるからだ。そして、神が人間に何をもとめて
おられるのかを理解しようとし、神と共に、神が求める倫理的社会に向かって歩んでいく
ことができるのである。最近では、こうした神観を時代遅れと見なし、「倫理的社会理想」
や「共通意思」を崇拝の対象にしようとする動きもあるが、人格を持たない象徴的概念は
古くからの汎神教の神と同様、あいまいで抽象的で力を持たないと論じるのである。 
周は、「人格的神観」を含め全ての神観は仮説であるとしつつ、人間が「真剣になって道
徳的価値の為に努力する場合には、「不可知的存在者」「無目的創造力」「倫理的理想の総計」
等のごとき概念は傍偏に退き、只活力に満ちた「人格的神」がその姿を現すのである」と
述べ（142 頁）、「人格的神観」は「実際的要求に適う仮説」だと結論づける（144 頁）。つ
まり、「人格的神観」こそが、「個人的道徳生活を進歩せしめ、社会的意識を盛んならしめ、
これらを高尚に導く」力を持つがゆえに、周はキリスト教の「人格的神観」を支持するの
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である（144 頁）。 
（4）著書『基督教要義』 
本書は、1924 年 11 月に日本組合基督教会本部から発行された全 46 ページの小冊子であ
る。以下の目次からわかるように、周はまず宗教全般について書き起こすところからはじ
め、その後キリスト教の歴史、教派、儀式や祈祷などの実践、イエスや神についての教義、
社会倫理という順でキリスト教について解説し、最後に再び宗教全般に戻って、宗教とは
何かを問いながら、キリスト教の有用性を主張するという展開になっている。最後に付せ
られた「世界六大宗教教理比較表」は、「基督教、仏教、儒教、回々教、印度教、波斯教」
の 6 つの宗教の教理を「神観、世界観、罪悪の主なる原因、救済法、理想的人間、来世観、
教祖の人格」の 7 点から比べるというものである。 
本書はキリスト教のみならず、宗教全般について知識のない人々を読者に想定して書か
れたと言えよう。 
 
目次 
 第 1 章 宗教に就いて 
 第 2 章 基督教 
 第 3 章 基督教歴史大要 
 第 4 章 教会、教派 
 第 5 章 儀式、礼典 
 第 6 章 祈祷 
 第 7 章 聖書 
 第 8 章 イエス・キリスト 
 第 9 章 神 
 第 10 章 基督教徒の生活と社会的理想 
 第 11 章 活ける進歩的宗教の条件 
 付録 世界六大宗教教理比較表 
 
２ 著作に現れた周の信仰と神学の特徴 
以上の翻訳、論文、著書には次のような特徴が見出せる。 
（1）社会問題への関心 
（2）「人間はみな神の子」 
（3）倫理的生き方を求める神 
（4）「神の国」実現への期待 
（5）模範としてのイエス・キリスト 
（6）聖書ならびに教会権威の相対化 
（7）キリスト教の有用性に関する論証的姿勢 
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以下、これらひとつひとつについて検討してみよう。 
 
（1）社会問題への関心 
 最初の翻訳と最初の論文が示しているのは周の社会問題、特に労働問題や経済格差への
関心である。その背景には、周の台湾人としての経験があったのではないか。17 歳（1905
年）で日本に渡り、同志社初の台湾人留学生として普通学校と大学神学部に学んだ周は、
その間、経済的困窮はもちろんさまざまな差別を経験した。次の留学先米国でも同様であ
った。周が最初の論文の冒頭で紹介している次の労働歌は、台湾人あるいは東洋人苦学生
として日本社会と米国社会で「与えられる仕事は何でもやる」という方針で学費や生活費
を工面してきた4周の心を捉えたのだろう。周はその物質主義的側面を批判しながらも、全
ての人びとが平等に扱われる社会に、という I.W.W.の主張に深い共感を示すのである。 
 
来れ！皆来れ！／労銀の為めに働く者よ！／国々より来れ！／此の闘いに加われ／ 一
大ユニオンに／働く者の為めに／この世界を楽園と為さん／奴隷の境遇に居る者が／覚醒
し団結すれば。 
 水夫も裁縫師も材木運搬人／料理人も洗濯屋も 皆来れ／真珠取る海女も／かづらをつ
くる美しき乙女も／（194 頁、以下さまざまな職業の列挙が続くが略す） 
  
この労働運動への共感は、当時のキリスト教会の一般的傾向であった社会問題への関心
の低さに対する批判となって現れる。周が「資本主義に立脚した従来の宗教思想から脱却
し」なければならないと最初の論文で述べているのは、勤勉な労働の価値や、持てる者に
よる慈善の価値を説くことによって、資本家による富の独占と労働者搾取の問題に触れよ
うとしない当時の教会の状況を問題にしているからである5。キリスト教が「労働者の琴線
にも触れ得る宗教」になるためには、社会的不平等の問題に関わらねばならないのは当然
のことであった。周にとって信仰は心の中の問題ではなく、社会のあり方や生き方に関わ
る問題であったのである。 
（2）「人間はみな神の子」 
周の労働運動への共感は、それが全ての人の尊厳を主張しているところから生まれてい
る。周はそこにキリスト教信仰との接点を見出しているのである。 
キリスト者の社会的責任について述べた『基督教要義』第 10 章の中で周は言う。「基督
の教えの最も大切な点は、人間は皆神の子であるという人格に対する徹底的な平等の観念」
であって、これが「基督教の真髄」なのだと（35 頁）。ところが、社会に目を向けると「非
道にも少数の強者が弱者をいじめ、または富者が貧者の生活を圧迫」している。もしキリ
スト者が本気でキリストの教えを受け止めるなら、「現社会に行われる不法、不義、罪悪に
対して義分を発するは当然」であり、むしろ改善に向けて「尽力すべき責任」があるので
はないかと（35-37 頁）。 
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こうして「全ての人は同等である」という I.W.W.の主張は、「人間はみな神の子」という
周の人間観につながるのである。 
（3）倫理的生き方を求める神 
「人間はみな神の子」という人間観は周の神観と結びついている。『基督教要義』の第 9
章で周は神を次の 4 つの特徴で説明する（29-31 頁）。 
 
1 神は宇宙の根源たる霊力である。 
2 神は人類の愛の父である。 
3 神は道徳の創造者であり指導者である。 
4 神は内在の霊である。 
 
 周の説明には粗いところもあり、他の著作も検討してみなければ正確なところはわから
ないが、筆者なりにその大筋をまとめてみると、周によれば、①神はまず目的をもって宇
宙を動かしている神であり（付録の「世界六大宗教比較表」では、キリスト教の神は宇宙
を「道徳的人格の進歩完成のために造られた」と説明されている）、②愛に富む神である。
また、③神はその献身的な愛によって、弱い人間を助けて道徳的進歩へと導くが、④神と
人間の間に断絶はなく、神と人間は共に人間社会の進歩のために働くことができる、とい
うものである。 
 この解説を読むと、より難解な二つ目の論文「人格的神観について」の趣旨が明確にな
る。つまり、周にとって神は掴みどころのない抽象的な存在ではない。神はその本質にお
いて極めて倫理的であり、人間に倫理的生き方を求め、人間と世界の倫理的完成を目指し
て宇宙を動かしている神なのである。 
（4）「神の国」実現への期待 
では、神と人とはどこに向かって共に歩んでいるのか。それは、「神の国」である。『基
督教要義』第 10 章で、周は次のように明言する。 
「基督教徒生活の理想は言うまでもなくイエス・キリストの精神を個人にも社会にも実
現すことで、換言せば神の国を地上に来たらすことである」（34 頁）。 
イエス・キリストの精神とは、すでに見たように「人間はみな神の子」という「人格に
対する徹底的な平等の観念」であるから、その精神が実現する「神の国」とは全ての人が
神の子として尊重される社会のことである。周はこの「神の国」はあの世ではなくこの世
で実現されるべきものと考えていた。そのために、キリスト者は神と共に働くのである。
労働問題に宗教者の立場から関わるのも、「神の国」の実現に向けての働きなのである。 
この未来を約束するのは神である。意志をもつ人格的な神は善悪に無頓着な方ではない。
愛なる神は、善を愛し正義を愛する神なのだ。キリスト者はこの神に「唯一の望み」をお
いて道徳的生活のため、理想実現のために闘うのである（「人格的神について」139-143 頁）。 
（5）模範としてのイエス・キリスト 
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この「神の国」実現に向けて歩む人間の模範となるのは、イエス・キリストである。周
は『基督教要義』第 2 章で次のように言う。「基督教はイエス・キリストを師表としてこれ
を仰ぎ、其の人格によりて神を理解することができると信じる宗教である」（6 頁）と。「師
表」とは模範ということである。また、第 9 章では「イエスは人間の中で最も神に近い理
想的人間である」とも述べている（32 頁）。つまり、周はイエスの十字架の死と復活を信仰
の中心に置く伝統的神学と異なり、イエスの人格をその神学の中心に置いているのである。 
イエスに対する周の理解をまとめてみると、次のようになるだろう。 
イエスの生涯は不幸にも十字架の死によって「不遇と失敗」（26 頁）に終わってしまった。
しかし、イエスの精神と感化は残った。だからこそ、イエスは「救世主」と呼ばれるよう
になったのだ。決してイエスが復活したからではない。 
イエスが死後もなお影響力を持っていることについて、周は次のように述べる。 
「彼の生涯、品性、教訓は大いなる印象を残し、彼の神観、宗教意識、人類社会に対す
る理想等は不朽である。何人も彼の生涯を知り、その理想の一部分でも実行せば、狭い心
は忽ち変じて広い心となり、私利私欲の観念を遠ざけて人類同胞に奉仕する大精神を持つ
ものとなり。現実にのみ没頭するものが遠大なる理想と希望に生き、圧迫と悲観の生活が
自由と歓喜の生涯になる」（26 頁）。 
では、周は伝統的な教会が保持してきたイエスの復活やイエスの神人両性などの正統的
教義をどう考えているのだろうか。周は言う。「従来の基督教徒の中には「処女降誕」「奇
跡」「復活」「三位一体」「再臨」「世末審判」等の如き、寧ろ人生と縁の遠い論説に没頭し、
これらを信じぜずば基督教徒ではないと主張したりして、遂に基督と人間との間に種々の
むずかしい信仰箇条や教理を設けて説の異なる人を排斥」する人がいるようだが、これは
キリストの精神を侮辱するものであると（28 頁）。 
周はここで正統的教義をあからさまに否定はしないが、否定する者を排除することにつ
いてははっきりと批判している。つまり周はさまざまな見解があってよいという立場を表
明しているのである。このくだりには珍しく注が二つ付いていて、周がこの問題に対して
注意深く発言しているのがわかる。果たして周自身は正統的教義をどう考えていたのか、
今回扱った著作の中には矛盾する記述もあって断定できないが、少なくとも周が正統的教
義を重んじていなかったことは確かであろう。 
（6）聖書ならびに教会権威の相対化 
 従来の福音理解や正統的教義から自由であった周は6、聖書をどう読むかについても同じ
である。 
 聖書に対する周の姿勢は、『基督教要義』第 7 章によくまとめられている。それによると、
周は聖書を一字一句間違いのない神の言葉であるとする逐語霊感説の立場を否定し、近代
的研究アプローチの必要性を主張する。そして、聖書は長い歴史の中で人間が編纂したも
ので、そこには「基督の精神」と「各々の時代の風習や思想」が入り混じって書かれてい
るから、「聖書の字句に拘泥せず」「その精神を読まなければならぬ」とする（28 頁）。つま
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り聖書には時代的制約もあり、間違いもあり、さまざまな要素が複雑に絡み合っているか
ら、よく研究しないと読み間違えることがあるというのである。 
 教会の権威についても同様である。周は、キリスト教の歴史を美化することなく、また、
キリスト教の特定の一派を正当化することなく、教会制度や組織はもちろん、教会が制定
する教義や儀式は長い歴史的過程を経て多様に発展してきたという立場をとる7。また、教
会が保持する教えはイエスの教えを土台にしているとは言え、イエス以後の 1800 余年間に
さまざまな思想や要素を取り入れて、その都度、変化してきた。つまり、キリスト教は、「時
代により、また人によりて色々その特徴を異にして居る」のである。近年では、産業革命
以降の社会変動により、キリスト教の世界観、社会観、人生観、神観は「著しく変動」し
つつあるが、それは当然のことで、むしろ「斯くあるべき」だと主張する（4 頁）。周の最
初の翻訳「經濟問題に對する敎會の態度の變遷」はまさに、時代により人により、「富の分
配」に対する考え方は異なってきたのだという立場から、教会の社会との関わりの歴史を
検討したものである。 
 このような立場は、聖書や教会の無謬性を否定し、権威を相対化する。科学的研究の結
果、聖書をどう読むか、歴史をどう解釈するかは個人に任されているのである。周はまさ
にこの立場から、自らの見解を臆することなく公表したのであった。 
（7）キリスト教の有用性に関する論証的姿勢 
 周の権威に対する自由な姿勢は他宗教に向かうときにさらに鮮明になる。周にとって、
キリスト教は絶対ではない。それは、二つ目の論文「人格的神觀について」でキリスト教
の神観を含め、全ての神観は仮説であると述べていることからも、また、著書『基督教要
義』に「世界六大宗教教理比較表」を付していることからも明らかだろう。 
 世界にはさまざまな宗教がある。どれが絶対であるとはいえない。しかし、どれが優れ
ているかということは言える。ただし、判断するのは個人である。自分はキリスト教がも
っとも優れていると考えているので、キリスト教の優位性を弁証する。周は『基督教要義』
をこのような立場で執筆している。だから、最初に宗教とは何かというところから説き起
こして、キリスト教について説明し、最後にキリスト教こそ「活ける進歩的宗教の条件」
を満たしているとして、次のように締めくくるのである。 
「此れ等の理由によりて吾人は基督教は活ける進歩的宗教の条件を具備したものと信じ
且つ其の伝播は社会人類の為に幸福であると確信するものである」（41 頁）。 
このような、キリスト教が社会のために有用であることを証明しようとする姿勢は、二
つ目の論文「人格的神観について」でも同じである。周は読み手の理性に訴えて、読み手
を説得しようするのである。 
 
３ 周の信仰と神学の背景 
以上のような周の信仰と神学の特徴は、細かい点は周独自のものであるが、大枠におい
ては 19 世後半から 20 世紀初めにかけて盛んになった自由主義神学ならびに社会福音
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（Social Gospel, 社会的福音）の特徴と一致している。周の学問的背景を考えると当然であ
ろう。周が同志社大学神学部時代に薫陶を受けた哲学の教師、日野真澄は8アメリカを代表
する自由主義神学者 A.C.マギファートの下で学んだ学者であり9、周の最初の留学先である
オベリン大学はアメリカで最初に男女共学の大学として 1833 年に創立され、その後奴隷解
放運動の拠点となって、アフリカ人学生をはじめて受け入れた社会意識の高い大学であっ
た10。また、第二、第三の留学先であったシカゴ大学神学部とニューヨークのユニオン神学
校はいずれも自由主義神学の旗手たちを教授陣に揃えており11。「福音」とは「個人の魂よ
りも、正義を取り戻すことによって社会を救うこと」12と考えて貧困問題の解決に取り組む
キリスト教社会運動を牽引していた。2 の（1）で述べたように、台湾人留学生として厳し
い社会の現実と向き合ってきた周は、文献学や歴史学などの近代的な研究方法を用いて、
伝統や教義に縛られずに神学を再構築しようとする教師たち、あるいは、抽象的な議論に
執着するのではなく、現実の社会問題と関わりながら神学を再構築していこうとする教師
たちとの出会いの中で、自由主義神学や社会福音の考え方を身につけていったと思われる。
そこで、ここでは、周の信仰や神学形成に影響を与えたであろう神学教師と 20 世紀初頭の
神学状況を見ておきたい。 
（1）日野真澄と A.C.マギファート 
周の半生記を記した管井吉郎によると、周は同志社大学神学部での勉学に飽きたらず、
転学を考えたことがあった。そこで教授であった日野真澄に相談したところ、日野は自分
の書斎を自由に使っていいから同志社にとどまって研究を続けるように勧めたという13。こ
この日野の書斎には、自由主義神学の立場に属する神学書がたくさん所蔵されていたに違
いない。なぜなら、日野は 1897 年から 1900 年まで、ニューヨークのユニオン神学校で学
んでおり、この自由な校風で知られる神学校には自由主義神学の代表的人物の一人とみな
される A.C.マギファートがいたからである。 
マギファートは近代的学問研究の手法を教会史に導入し、また、聖書の文献学的研究に
よってイエスを「生き方の模範」として提示した人として知られている14。日野は 1914 年
から京都帝国大学でキリスト教の教理史を教えるようになったが、それはマギファートの
講義に触発されたからだと、1919 年に出版した『基督教教理史』の序文で述べている15。
この本は日野の講義をまとめたものであった。周が日野の書斎に出入りしていたとすると、
周はアメリカ留学前に歴史学や文献学の手法を使って聖書や教会史を批判的に学ぶ姿勢を
身につけていただろうし、イエスの十字架や復活ではなく、イエスの生涯そのものを生き
方の模範として重視する視点を学んでいたであろう。 
1915 年に同志社大学を卒業した周は、同年オベリン大学に入学し、17 年にオベリン大学
を神学士（B.D.）の学位を得て卒業16。その後シカゴ大学で一年、ニューヨークのユニオン
神学校に一年学ぶことになる。当時はマギファートがユニオン神学校の校長であった。管
井は周がユニオン神学校に入学した理由を、元オベリン大学教授であったライマンがいた
からだと述べているが、ライマンは次に述べる初期シカゴ学派の一人であったので、むし
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ろ同じ系統の学者の下で学ぼうとしたのではないかと筆者には思える。ライマンは宗教哲
学を専門とし、ほとんどの自由主義神学者と同じく「社会問題に関心を持ち、キリスト教
の立場から現代の生の諸問題の解決のために」貢献したと評価されている人物である17。 
ちなみに、教義や伝統に縛られない自由で批判的な学問研究が如何に当時のキリスト教
会で困難であったかは、マギファートがその研究姿勢ゆえに所属する長老派教会で異端視
され、聖書の権威を損ねたと厳しく批判されたことや、同じユニオン神学校で旧約聖書学
を教えていたブリッグスが、聖書に誤謬があると教えたかどで牧師を免職になったことな
どから明らかであろう18。 
（2）初期シカゴ学派と G.B.スミス 
 さて、少し前後するが、管井によると、オベリン大学を卒業してシカゴ大学に進んだ周
は G.B.スミスの下で研究を続けた19。周はスミスの下で修士論文「宗教心理学における潜
在意識」を執筆して卒業するのだが、周が在学したこの時期、シカゴ大学神学部は初期シ
カゴ学派と呼ばれる自由主義神学者たちによって率いられており、G.B.スミスはその主要
メンバーの一人であった。初期シカゴ学派の特徴は、実際に地方政治の現場に出て行った
り、労働運動の役員をしたりして、社会問題と神学を結びつけようとしたことであったと
いう20。前述のように、周は論文「歌に現われた I.W.W.に就いて」の中で、I.W.W.のニュー
ヨーク支部を訪問したときのことを書いているが（209-210 頁）、現場に足を運んで対話す
るという仕方は、シカゴ大学の教師たちから学んだに違いない。 
（3）同志社大学神学部と日本組合基督教会 
 周は 1921 年にアメリカから帰国し、同志社大学で教鞭をとるようになる。その頃の同志
社大学ならびに周が所属していた日本組合基督教会の状況はどのようなものだったのだろ
うか。まず同志社大学の状況から見てみよう。 
 周が神学部に着任した前年の 1920 年、同志社大学は新大学令による大学を設置し（それ
までは専門学校令による大学であった）、神学部は文学部神学科となって出発した21。土肥
昭夫によると、総長であった海老名弾正は教授陣の充実をすすめ、神学科には海外留学か
ら戻った日本人学者たちが各分野を担当したという22。周の着任の翌々年 1923 年には、一
つに、「舶来神学」ではなく「我が国人特有の創意的な、基督教経験の発露としての神学」
を生み出そうと、また一つに、「基督教に就ての学的知識を広く世に普及」しようと研究紀
要『基督教研究』が創刊された23。『基督教研究』の創刊号には、「カント宗教哲学と基督教
神学」（大塚節治）、「原始基督教の背景－密儀教」（杉浦儀一郎）など、キリスト教の教義
や伝統から自由であろうとする研究テーマが並んでいる。この創刊号に最初の翻訳を投稿
した周は、神学の分野で最新の研究を進めていこうという熱気のみなぎる中で同志社生活
を始めたわけである。 
 この同志社大学で神学を学んだ人々の多くは日本組合基督教会（以下、組合教会）とい
うグループに属する教会の牧師となった。周もこの教会に属していた。では、この教会の
状況はどうだったのだろうか。 
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組合教会は周が帰国する前々年の 1919 年に第 35 回を開催し教会規約の大幅な改正を行
った24。その中で注目すべきは、教会の目的に関する部分である。土肥によると、教会の目
的を定めた規約中、従来の「伝道教育出版其他の共同事業を起し教会の増設及び其の拡張
を図る」は「･･･其他社会事業を起し神国の拡張を図る」に、「世界各国に於ける同主義の
教会と気脈を通し神国の拡張を図る」は「世界各国に於ける基督教会と提携し人道の実現
を図る」に改正された25。つまり、「神国」を社会に広げ、人道主義を貫いていくというこ
とが教会の目的に取り入れられたのである。この場合の「神国」とはすなわち、自由主義
神学と社会福音に共通する基本概念「神の国」のことであり、イエスが指し示した全ての
人が大切にされる理想社会の神学的表現である。さらに、総会はこの目的を推進していく
ために社会問題と取り組む「社会部」を設置した。土肥によればそれは、「資本制社会の政
治、教育、道徳問題に取り組むことをめざす部門」であった26。 
この規約改正は組合教会にとって大きな変化だった。というのは、この教会は 1892 年の
第 7 回総会で、当時知られつつあった自由主義神学への警戒から、三位一体の教義やキリ
ストの神人両性等を含む「信仰の告白」を採択していたからである。つまり自由主義神学
の影響を排除しようとしたのだ。しかし、その流れは止めがたく、3 年後の 1895 年に奈良
で開かれた大会では、自由主義神学の影響下にある人々を受容する内容の宣言を発表し、
さらにそれから 24 年後には、この世における「神の国」の実現を目指すという、自由主義
神学の中心的主張の一つを教会規則に取り入れるようになったのである27。 
この流れの中で、周の『基督教要義』は 1924 年に組合教会から出版された。管井は、こ
の本は組合教会が伝道用冊子を懸賞付きで公募した際に選ばれたものだと言う28。初版は
1922 年の周の按手礼以前に基督教世界社より出版されたとのことであるが、今回の研究に
あたってはその原本を確認することができなかった。ただ、『基督教要義』の出版が 1924
年に組合教会本部からであったにしろ、組合教会の公募によって選ばれて 1922 年以前に基
督教世界社から出版されていたにしろ、重要なのは組合教会がこの本を伝道用に公にした
ということである。なぜならばすでに見たように、この本で周は「処女降誕」「復活」「三
位一体」などの重要な正統的教義について、明確に否定しているとは言えないまでも、重
要視しない姿勢を明らかにしているからである。個人や各個教会の信条の自由を尊重する
のが組合教会の特徴とはいえ、この書を未信者への伝道用として出版したということは、
自由主義神学の影響がそれだけ大きかったということであろう。周は「基督教は時代によ
り又人によりて色々其の特徴を異にして居る。また斯くあるべきものである」と述べたが、
まさに周自身がその著書をもってその現実を明らかにしてみせたと言える。 
 
まとめ 
『基督教要義』の出版の翌年、周は共愛女学校に校長として迎えられた。その時、周の
信仰と神学はすでに「きわめて理性的、倫理的、実践的」に鍛え上げられていたと言える。
彼をそのように鍛えたのは、批判的研究方法によって伝統や教義に縛られずに聖書を読み
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直し、社会との関わりを通して神学を再構築しようとした自由主義神学の教師たちであっ
た。周が彼らの鍛錬から逃げ出さずに、むしろその鍛錬に応える成果を出したのは、周の
内面に社会正義を求める気持ちが強かったからではないだろうか。だからこそ、人間イエ
スの倫理的生き方に注目する神学者たち、あるいは社会的責任を負っていこうとする神学
者たちの下を離れなかったのであろう。 
この「きわめて理性的、倫理的、実践的」信仰理解の土台になっていたのは、「人間はみ
な神の子」というイエスの精神への熱い共感と、「神の国」実現は可能であるという人間の
可能性への深い信頼であった。周は共愛女学校から招聘があったとき、自分は「一度だっ
て教育家になろうと思ったことはありませぬ」と固辞したそうだが29、人間に対する徹底的
な平等の観念と、人間の持つ可能性への信頼は教育者の必須条件である。周の思いはどう
あれ、このような資質を備えた周を迎えることができたのは共愛女学校の生徒にとって幸
福なことであったと思われる。 
共愛女学校に赴任した周の信仰と神学が、このあとどのように展開していくのかは次の
課題としたい。 
 
注
                                                   
1 『共愛学園百年史 下巻』（学校法人共愛学園 2009 年）26 頁 
2  Industrial Workers of the World は労使協調を主張する既成の運動に満足せず、社会主
義者らを中心に結成された労働組合。「資本主義と階級制度との完全なる絶滅、賃金制度の
全廃、全世界の労働者の一致団結」を呼びかけていると周は紹介している（191 頁）。この
主張は基本的に現在も変わらない。本部はシカゴ。公式ウェブサイト http://www.iww.org/ 
3  たとえば社会主義・共産主義の歌として有名なポティエの「インターナショナル」。 
4  管井吉郎『周再賜』（群馬教壇社 1947 年）58 頁。「氏は与えらるる働きは何でもやる
という主義であったから」とある。管井によると、周は学費を捻出するために休学して同
志社図書館に勤めたり、学校の時鐘を鳴らす仕事や牛乳配達、庭掃除などさまざまな下働
きをした。アメリカでも住み込みのボーイ、カントリークラブの雑役、学校の雑役、夏休
み中には日本人食堂でのアルバイトなど、何でもやるという姿勢で働いたという。その他、
管井の『周再賜』には周が経験したさまざまな差別についても言及されている。 
5  大宮有博『アメリカのキリスト教がわかる－ピューリタンからブッシュまで』(キリスト
新聞社 2006 年 ) 142 頁、148-151 頁。大宮は、アメリカのプロテスタント教会は南北
戦争以前には奴隷制度廃止など政治的な分野に積極的に関わったが、南北戦争以後は「霊
的なこと」と「社会的なこと」を分離させ、政治的社会的分野から遠ざかったと指摘して
いる。また、資本主義化による経済発展の中で成功した企業家たちは慈善活動に積極的に
取り組み、教会も彼らの富の恩恵に与ったため、彼らの成功は神の恵みと見なされ、受容
された。このような状況の中から、周のように、教会は社会正義の問題に関わるべきだと
考える人々が現れてきたのである。 
6 この他に例えば、周は、神の国の実現のために働くことが大切と述べた後、「此の理想に
向かって努力する人は即ち基督教徒と称して差し支えない」と書いている（『基督教要義』
34 頁）。これは、「信仰告白」や「洗礼」よりも生き方や行為を優先していると読める。こ
の考え方は伝統を重んじるキリスト者の反感を買ったであろう。 
7 『基督教要義』の「第 3 章 基督教歴史大要」「第 4 章 教会・教派」「第 5 章 儀式・
礼典」はこのような立場から叙述されている。 
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8 菅井前掲書 37 頁。日野は宗教哲学や思想史が専門だったようだが、この時期、同志社で
は哲学を教えていた。 
9 日野真澄『基督教教理史』（警醒社書店 1919 年）１頁。英語表記は McGiffer。マック
ギファルト、マクギファートなど表記はさまざまだが、ここでは『キリスト教人名辞典』（日
本基督教団出版局 1986 年）に従った。 
10 大宮前掲書 82 頁。なお、逃亡奴隷救出に関わった大学関係者を被告とする裁判の研究
書に『南北戦争を起こした町－奴隷解放とオーバリン大学』（ナット・ブラント著、彩流社
1999 年）があり、オベリン大学の学風を知ることができる。 
11 大宮前掲書 171 頁、173 頁 
12  大宮前掲書 153 頁 
13  管井前掲書 38－39 頁 
14 大宮前掲書 171 頁 
15  日野真澄『基督教教理史』（警醒社書店 1919 年）1 頁 
16 『共愛学園百年史（下巻）』19 ページでは 1917 年に卒業したとされているが、管井は
1918 年としている。 
17 「体験神学」『キリスト教神学事典』（教文館 1995 年） 
18 大宮前掲書 171-172 頁 
19 管井前掲書 63 頁 
20 「自由主義 アメリカ合衆国」『現代キリスト教神学思想辞典』260 頁 
21 同志社大学公式ホームページ＞大学紹介＞年表 
 https://www.doshisha.ac.jp/information/history/chronology.html 
22 土肥昭夫『日本プロテスタント・キリスト教史』第 4 版（新教出版社 1997 年）257
頁 
23 蘆田慶治「発刊の辞」『基督教研究』第 1 巻 第 1 号 1923 年 11 月 
24  土肥前掲書 235 頁 
25  土肥前掲書 235 頁、ここで土肥は日本組合基督教会の機関紙『基督教世界』1919 年
10 月 7 日号を参考にしている。 
26  土肥前掲書 235 頁 
27  土肥前掲書 144-147 頁、土肥昭夫『日本プロテスタント・キリスト教史論』（教文館 
1987 年）198-199 頁 
28  管井前掲書 1 頁 
29  管井前掲書 77 頁 
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